
〇生成 AI の教育利用について、 以下を問う 。

国の方針を踏まえた検討状況は。

教育部長 児童生徒の学習利用、 教職員の業務効率

化、 校務導入の具体的な運用策を整理する。

不適切利用の予防策は。

利用範囲の明確化、 フ ィ ルタ リ ング機能の活用、 ロ

グ管理などの対策。

安全運用のためのルール整備は。

学校側でアカ ウント 管理、 個人情報を入力し ない等

のルールを徹底。

※ AI リ テラ シー教育の進め方は。

生成 AI の特性や限界、 情報の真意を 見極める 力、

著作権や個人情報保護など情報モラ ル教育を 通じ て

指導でき るよう 教員研修を行う 。

業務 D X の推進は。

活用環境の整備を進める。

市長の見解は。

市長 教育の質向上と 業務効率化の可能性がある

が、 安全で適切な利用環境やルールの整備が必要。

国の方針に沿い、 慎重かつ前向き に活用を進める。

※人工知能（ A I） を 正し く 理解し 、 仕組みや特性、

課題を 知っ た上で、 安全かつ主体的に活用する 力

を育てる教育。

〇中学生の自転車通学の安全確保について、 以下を問う 。

現行のルール、 安全指導の内容は。

教育部長 安全装備が正常に機能し て いる か確認

し 、 ヘルメ ッ ト 着用、 通行区分、 並進禁止、 夜間の

ラ イ ト 点灯等を指導。

地域住民から の苦情への対応は。

住民から 寄せら れた声を共有し 、 該当生徒へ指導。

令和８ 年４ 月１ 日の道路交通法改正が通学に与える

影響は。

自転車の交通ルールがより 明確化さ れ違反行為への

指導が強化さ れる。

法改正を踏まえた指導内容の見直し は。

危険行為の具体的例示を挙げ、 指導を行う 。

生徒および保護者への周知や地域連携による安全指

導の充実は。

PTA と の連携など、家庭、地域、学校が一体と なり 、

通学環境の改善に努める。

鈴木 り つか 議員
無会派

 中学生自転車通学の安全確保を　 　 　 　 　 　 　 　

 交通安全指導と 通学環境の改善

 生成 A I の教育利用を安全に　 　 　 　 　 　 　 　

 安全性確保と ルール整備が必要
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